
「神さま、抱っこ♪」 
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気持ちが、ちょっともやもやしていまし

た。おおきな問題があるわけではないけ

れど、なんとなく、こころのどこかが、

しくしく痛むような…。 

 

ふだんは眠っている、私のなかの、ナー

バスな部分が顔を出してきた…。 

そんな感じでもありました。 

 

こんなときは、悩んでいても解決はしま

せん。そもそも、明確に解決すべき問題

があるわけでもないのですから。 

 

「やれやれ、しょうがないなあ」 

駄々っ子をあやすみたいに、私は、わざ

と声に出して言いました。 

自分の弱さや情けなさを、まるごと受け

入れてあげたくなったのです。 

 

自分を、責めてみてもはじまらない。 

虚勢を張ってみても、かっこつけてみて

も、しょうがない。 

だって、それがいまの私なんだもの。 

 

自然に、こんなことばが、口からこぼれ

ました。 

 

「神さま、抱っこ♪」 

 

まるで、うんとちいさな子どものように。

こころを投げ出して、お願いしてみまし

た。 

 

そしたら、ふわっと、こころが軽くなり

ました。本当に、ふわっと、こころを、

抱きかかえてもらったみたいに。 

 

ああ、あるがままに、あるがままに…。 

祈るような気持ちでつぶやきました。 

 

どんなときだって、何があったとしても、

ただ、そのまま、まるごとを受け入れて

しまえばいい。 

受け入れるのが怖ければ、その、怖がっ

ている自分を、そのまま、神さまに、抱

っこしてもらえばいい。 

抱っこして、あやしてもらえばいい。 

よしよし…。 

よしよし…。 

 

ゆりかごは、宇宙。 

抱っこしてくれるのは、宇宙のふところ。

涙が出そうなくらいに、おおきくて、深

い…。 

 

おわかりと思いますが、これは、イメー

ジの世界。私自身が、私自身をゆるすた

めのプロセス。 

実際には見えない、聴こえない、神さま

に、ちゃっかり登場いただいて。 

 

「神さま、抱っこ♪」 

 

それでも、不思議なことに、やっぱり、

こころは軽くなるのです。 

だったら、やっぱり、ちゃっかり登場し

てもらってよかったのです。 

 

そう。どんなにえらそうにしてみたとこ

ろで、宇宙からみれば、私たちは、永遠

の赤ちゃんなんです。（ですよね？） 

だから、何歳になっても、抱っこしても

らっていいのです。（笑） 

 

「神さま、抱っこ♪」 

 

つらくなったり、さびしくなったりした

とき、誰も、助けてくれないようなそん

な気持ちになったときは、ちいさくつぶ

やいてみましょうよ。 

 

永遠の宇宙から、神さまのおおきなやさ

しい手が、そっと、あなたのこころを、

包みこみます。 

 

まるごとのあなたで、そのままのあなた

でいいんだよ。 

そんなメッセージを投げかけてくれます。 

 

どうぞ、こころをひらいて、受け取って

ください。 

宇宙の永遠の赤ちゃんである私たちは、

何も遠慮する必要はないのですから♪ 
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